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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第40期
第３四半期
連結累計期間

第41期
第３四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 （百万円） 25,504 27,316 34,701

経常利益 （百万円） 981 803 1,220

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 620 412 755

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 774 562 911

純資産額 （百万円） 5,378 6,994 5,523

総資産額 （百万円） 16,564 19,615 17,458

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 64.68 43.02 78.68

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － 42.44 －

自己資本比率 （％） 29.9 31.5 29.1

 

回次
第40期
第３四半期
連結会計期間

第41期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成28年10月１日
至　平成28年12月31日

自　平成29年10月１日
至　平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 24.98 5.77

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第40期第３四半期連結累計期間及び第40期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、連結子会社である株式会社テンポイノベーションが新株予約権を発行しておりますが、非上場で期中平

均株価が把握できないため、記載しておりません。第41期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、連結子会社である株式会社テンポイノベーションが平成29年10月25日に

東京証券取引所マザーズに上場したため、新規上場日から第41期第３四半期連結会計期間末までの平均株価

を期中平均株価とみなして算定しております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境に改善が見られ、景気は緩やかな回復基

調にあるものの、米国の政治動向や中東・北朝鮮等の地政学的リスクの高まり等により、先行きは依然として不透

明な状況で推移しました。

　このような経済環境の中、移動体通信事業におきましては、フィーチャーフォン（従来型の携帯端末）からス

マートフォンやタブレットへの移行が進む中、キャリア間のサービスや料金体系に大きな違いはなくなっておりま

す。また、MVNO（Mobile Virtual Network Operator：仮想移動体通信事業者。無線通信インフラを他携帯電話事

業者等から借り受けてサービスを提供している事業者のこと）の台頭もあることから、物販や電気など通信以外の

サービスを提供することにより集客力を高め、差別化を図っております。

　人材派遣事業につきましては、愛知県の自動車産業を中心とした製造業向け業務請負等が堅調に推移しておりま

す。

　ビルメンテナンス事業につきましては、緩やかな景気回復を背景として顧客企業の収益に改善の傾向がみられ、

効率的かつ高品質なサービスへのニーズが高まってきております。

　飲食店舗賃貸事業につきましては、特に首都圏における外食産業の市場規模が拡大傾向にあり、出店費用を抑制

できる居抜き物件の開拓に注力し、店舗転貸借契約数は好調に推移しております。なお、飲食店舗賃貸事業を営む

株式会社テンポイノベーションは、平成29年10月25日に東京証券取引所マザーズ市場に上場致しました。

　文具包装資材卸事業につきましては、同業他社との価格競争や海外仕入先であるアジア諸国の人件費上昇の影響

により、厳しい状況となっておりますが、販売価格の見直し等により、売上総利益率が改善しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高27,316百万円（前年同期比7.1％増）となりまし

た。損益面におきましては営業利益786百万円（前年同期比17.0％減）、経常利益803百万円（前年同期比18.2％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益412百万円（前年同期比33.5％減）となりました。

　セグメント別の概況は、次の通りであります。

①　移動体通信事業

　移動体通信事業においては、各ショップの立地や来店客層に合わせた週末キャンペーンの実施などにより、２

台目需要としてのタブレット端末の販売強化、フィーチャーフォンからスマートフォンへの買い替え促進を、周

辺商材と合わせて訴求を行った結果、増収となりました。

　損益面においては、販売スタッフ増強による人件費、販売促進費等が増加し、減益となっております。

　なお、集客力及び営業力強化のため、２店舗の移転リニューアル（平成29年４月に「ａｕショップ千種駅前

（愛知県名古屋市）」から「ａｕショップ今池（愛知県名古屋市）」へ移転、平成29年10月に「ａｕショップ津

桜橋（三重県津市）」）、２店舗の新規出店（平成29年７月に「ａｕショップ藤が丘（愛知県名古屋市）」、

「ＵＱスポットイオン名古屋茶屋（愛知県名古屋市）」）を実施しております。

　また、平成29年12月に、東京都、神奈川県においてａｕショップ２店舗（ａｕショップ下北沢、ａｕショップ

相模大野）を運営するエスエステレネットサービス株式会社より、ａｕショップの運営事業を譲り受け、関東地

区に進出しております。

　この結果、当該セグメントの売上高は12,212百万円（前年同期比6.9％増）、営業利益は198百万円（前年同期

比54.5％減）となりました。

②　人材派遣事業

　人材派遣事業においては、製造業向け業務請負等が堅調に推移した結果、増収となりました。

　損益面においては、販管費の削減に努めた結果、売上高の増加もあり増益となりました。

　この結果、当該セグメントの売上高は1,843百万円（前年同期比14.2％増）、営業利益は53百万円（前年同期

比2,407.4％増）となりました。
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③　ビルメンテナンス事業

　ビルメンテナンス事業においては、大手取引先からの継続案件・スポット案件が増加した結果、増収となりま

した。

　損益面においては、仕入先等の選定や値下げ交渉、業務効率の改善等により売上総利益率が改善しており、販

管費の削減もあり増益となっております。

　この結果、当該セグメントの売上高は3,111百万円（前年同期比4.7％増）、営業利益は165百万円（前年同期

比9.1％増）となりました。

④　飲食店舗賃貸事業

　飲食店舗賃貸事業においては、首都圏における顧客の新規出店意欲が高まっており、飲食店舗の開店・閉店支

援サービスの契約件数、店舗転貸借契約数とも好調に推移し、増収となりました。

　損益面においては、営業員の増員等により販売費及び一般管理費が増加したものの、売上高の増加により、増

益となっております。

　この結果、当該セグメントの売上高は4,877百万円（前年同期比25.3％増）、営業利益は296百万円（前年同期

比37.7％増）となりました。

⑤　文具包装資材卸事業

　文具包装資材卸事業においては、主要取引先である100円ショップ、通販会社等への販売に苦戦し、減収とな

りました。

　損益面においては、仕入原価の上昇に対処すべく販売価格の見直しを進めた結果、売上総利益率は改善したも

のの、物流コスト等の販売費及び一般管理費が増加し、減益となっております。

　この結果、当該セグメントの売上高は5,415百万円（前年同期比5.5％減）、営業利益は99百万円（前年同期比

41.4％減）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて15.9％増加し、10,680百万円となりました。これは、主として現金及び

預金の増加（1,051百万円）、商品の増加（441百万円）等があったことによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて8.4％増加し、8,934百万円となりました。これは、主として差入保証金

の増加（486百万円）等があったことによるものであります。

　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて12.4％増加し、19,615百万円となりました。

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて0.8％減少し、7,564百万円となりました。これは、主として短期借入金

の減少（470百万円）等があったことによるものであります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて17.3％増加し、5,056百万円となりました。これは、主として長期預り

保証金の増加（512百万円）、長期借入金の増加（155百万円）等があったことによるものであります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて5.7％増加し、12,621百万円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて26.6％増加し、6,994百万円となりました。これは、主として資本剰余金

の増加（678百万円）、利益剰余金の増加（316百万円）等があったことによるものであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 37,600,000

計 37,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,597,400 9,597,400

東京証券取引所

名古屋証券取引所

（各市場第一部）

単元株式数は100株

であります。

計 9,597,400 9,597,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年12月31日 － 9,597,400 － 255 － 315

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 　　　　400
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　9,596,100 95,961 －

単元未満株式 普通株式 　　　　900 － －

発行済株式総数 9,597,400 － －

総株主の議決権 － 95,961 －

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

株式会社クロップス

名古屋市中村区名駅四丁目

23番９号
400 － 400 0.00

計 － 400 － 400 0.00

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,409 3,461

受取手形及び売掛金 3,740 3,580

商品 2,153 2,594

その他 913 1,044

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,217 10,680

固定資産   

有形固定資産 2,871 2,883

無形固定資産   

のれん 342 359

その他 43 64

無形固定資産合計 386 424

投資その他の資産   

差入保証金 3,526 4,013

その他 1,455 1,613

投資その他の資産合計 4,982 5,627

固定資産合計 8,241 8,934

資産合計 17,458 19,615
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,372 2,567

短期借入金 2,470 2,000

1年内返済予定の長期借入金 474 423

未払法人税等 255 366

賞与引当金 189 202

役員賞与引当金 46 38

その他 1,816 1,966

流動負債合計 7,626 7,564

固定負債   

長期借入金 413 569

役員退職慰労引当金 9 5

退職給付に係る負債 174 185

長期預り保証金 3,269 3,782

その他 441 514

固定負債合計 4,309 5,056

負債合計 11,935 12,621

純資産の部   

株主資本   

資本金 255 255

資本剰余金 310 988

利益剰余金 4,271 4,588

自己株式 △0 △0

株主資本合計 4,837 5,832

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 243 341

その他の包括利益累計額合計 243 341

非支配株主持分 442 819

純資産合計 5,523 6,994

負債純資産合計 17,458 19,615
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 25,504 27,316

売上原価 20,566 21,997

売上総利益 4,938 5,318

販売費及び一般管理費 3,990 4,531

営業利益 947 786

営業外収益   

受取利息及び配当金 16 16

違約金収入 8 15

その他 30 17

営業外収益合計 55 49

営業外費用   

支払利息 12 9

上場関連費用 － 15

その他 9 7

営業外費用合計 22 32

経常利益 981 803

特別利益   

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失   

固定資産除売却損 3 1

特別損失合計 3 1

税金等調整前四半期純利益 979 802

法人税等 328 337

四半期純利益 651 464

非支配株主に帰属する四半期純利益 30 52

親会社株主に帰属する四半期純利益 620 412
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 651 464

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 123 97

その他の包括利益合計 123 97

四半期包括利益 774 562

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 743 510

非支配株主に係る四半期包括利益 30 52
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

の通りであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

減価償却費 91百万円 97百万円

のれんの償却額 32 33

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 67 7.00 平成28年３月31日 平成28年６月20日

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年５月16日

取締役会
普通株式 利益剰余金 95 10.00 平成29年３月31日 平成29年６月19日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社の連結子会社である株式会社テンポイノベーションは、平成29年10月25日に東京証券取引所マ

ザーズに上場し、新株発行及び親会社が保有する子会社株式の一部売出しを行い、また、平成29年11月

28日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資を行いました。

　この結果、資本剰余金が678百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末における資本剰余金は988百

万円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

移動体
通信事業

人材派遣
事業

ビルメン
テナンス
事業

飲食店舗
賃貸事業

文具包装
資材卸事業

売上高       

外部顧客への売上高 11,425 1,483 2,969 3,893 5,733 25,504

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 130 1 － 0 132

計 11,425 1,614 2,971 3,893 5,733 25,637

セグメント利益又は損失（△） 435 2 151 214 169 974

 

   

 
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

売上高   

外部顧客への売上高 － 25,504

セグメント間の内部売上高又

は振替高
△132 －

計 △132 25,504

セグメント利益又は損失（△） △26 947

　（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去５百万円、のれん償却額△32百万円が

含まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

移動体
通信事業

人材派遣
事業

ビルメン
テナンス
事業

飲食店舗
賃貸事業

文具包装
資材卸事業

売上高       

外部顧客への売上高 12,212 1,701 3,109 4,877 5,415 27,316

セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 142 1 － 0 144

計 12,212 1,843 3,111 4,877 5,415 27,461

セグメント利益又は損失（△） 198 53 165 296 99 812

 

   

 
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

売上高   

外部顧客への売上高 － 27,316

セグメント間の内部売上高又

は振替高
△144 －

計 △144 27,316

セグメント利益又は損失（△） △25 786

　（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額には、セグメント間取引消去６百万円、のれん償却額△32百万円が

含まれております。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

株式会社クロップス(E05504)

四半期報告書

14/18



（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 64円68銭 43円02銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
620 412

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（百万円）
620 412

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,596 9,596

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額
－ 42円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ △5

（うち連結子会社の潜在株式による調整額

（百万円））
(－) (△5)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

（注）　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、連結子会社である株式

会社テンポイノベーションが新株予約権を発行しておりますが、非上場で期中平均株価が把握できないため、

記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

連結子会社である株式会社テンポイノベーションが平成29年10月25日に東京証券取引所マザーズに上場したた

め、新規上場日から平成30年３月期第３四半期連結会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定

しております。
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（重要な後発事象）

（取得による企業結合）

　当社は、平成30年１月22日開催の取締役会において、当社連結子会社であるいすゞビルメンテナンス株式会社

が、株式会社代々木の杜企画及び株式会社トリトン並びに株式会社モップスの株式を取得し、子会社化（当社の

孫会社化）することについて決議し、平成30年１月24日に株式譲渡契約を締結し、株式を取得いたしました。

 

１．企業結合の概要

　(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

　　① 株式会社代々木の杜企画　　　マンションメンテナンス事業及び工事事業

　　② 株式会社トリトン　　　　　　不動産管理業及びマンションメンテナンス業

　　③ 株式会社モップス　　　　　　不動産管理業及びマンションメンテナンス業

　(2) 企業結合を行った主な理由

　　　　当社グループの既存事業であるビルメンテナンス事業において、取引の拡大、人材の補強、技術力の向

　　　上が見込め、当社グループ全体のさらなる企業価値の増大を図るためであります。

　(3) 企業結合日

　　　平成30年１月24日

　(4) 企業結合の法的形式

　　　現金を対価とする株式取得

　(5) 結合後企業の名称

　　　名称に変更はありません。

　(6) 取得した議決権比率

　　①株式会社代々木の杜企画　　　100％（間接保有10％を含む）

　　②株式会社トリトン　　　　　　100％

　　③株式会社モップス　　　　　　100％

　(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　当社連結子会社のいすゞビルメンテナンス株式会社が現金を対価として株式を取得したことによるもので

　　あります。

 

２．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　①株式会社代々木の杜企画 取得の対価 現金 244百万円

 取得原価  244

 

　②株式会社トリトン 取得の対価 現金  31百万円

 取得原価   31

 

　③株式会社モップス 取得の対価 現金  4百万円

 取得原価   4

 

３．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　現時点では確定しておりません。

 

４．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　　現時点では確定しておりません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

株式会社クロップス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 楠 元     宏 印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 馬 渕 宣 考 印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クロッ

プスの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クロップス及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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